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平
成
三
十
一
年
４
月
に
、
県
内
の
モ
デ

ル
校
東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校
が
新
設

開
校
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
感
性
豊
か

な
子
ど
も
達
を
育
成
す
べ
く
地
域
の
多

様
な
人
材
が
学
校
応
援
団
と
し
て
積
極

的
に
参
加
し
、
地
域
の
文
化
的
地
位
の
向

上
、
薩
摩
川
内
市
に
お
け
る
衛
星
学
園
都

市
の
中
核
に
な
る
と
い
え
ま
す
。
な
お
、

学
校
は
高
台
に
位
置
し
、
災
害
時
避
難
所

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

「
安
心
ボ
ー
ド
」
を
全
世
帯
に
掲
げ
、

支
え
あ
い
助
け
合
い
笑
顔
溢
れ
る
人
と

人
と
の
繋
が
り
で
地
区
の
問
題
点
が
見

え
て
ま
い
り
ま
す
。 

高
齢
者
介
護
予
防
～
弱
者
生
活
支
援

で
地
区
は
地
区
で
護
る
を
絶
対
に
、
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
「
ま
ご
こ
ろ
さ
さ
え

愛
」
に
よ
る
自
助
互
助
共
助
を
念
頭
に
、

声
か
け
し
、
話
し
合
い
、
今
、
な
に
が
必

要
か
、
な
に
が
大
切
か
を
考
え
模
索
し
て

ま
い
り
ま
す
。
お
の
ぶ
ち
塾
、
食
育
体
験

等
に
よ
る
異
年
齢
交
流
に
よ
る
郷
中
教

育
で
強
く
た
く
ま
し
い
子
ど
も
達
の
将

来
像
を
夢
見
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 

 

青
パ
ト
隊
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ

る
子
ど
も
達
を
見
守
る
地
区
の
保
安

官
、
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
３
６
５
日
防

災
減
災
に
精
励
さ
れ
て
い
る
地
区
の
宝

で
あ
る
消
防
団
は
安
全
安
心
を
保
す
る

最
た
る
方
々
で
す
。
健
康
な
体
に
健
康

な
精
神
が
宿
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

機
会
あ
る
毎
に
た
く
さ
ん
の
方
の
お
出

か
け
を
お
待
ち
し
ま
す
。
あ
す
な
ろ
会

（
女
性
部
会
）
の
も
っ
て
い
る
明
る
さ

と
元
気
さ
で
、
地
区
活
動
に
積
極
的
に

参
画
し
、｢

お
の
ぶ
ち｣
を
ぐ
い
ぐ
い
牽

引
し
、
今
後
の
活
躍
が
本
当
に
楽
し
み

で
す
。
自
然
豊
か
な
山
河
を
大
切
に
自

然
環
境
保
護
、
史
跡
文
化
を
保
存
継
承

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

斧
渕
は
、
中
山
間
地
で
は
、
集
中
豪

雨
（
梅
雨
・
台
風
）
、
地
球
温
暖
化
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
災
害
・
土
砂

災
害
、
平
地
で
は
、
川
内
川
氾
濫
と
、

災
害
危
険
地
帯
で
す
。 

平
成
１８
年
７
月
県
北
部
豪
雨
災
害

で
は
、
斧
渕
（
五
社
～
舟
倉
間
）
堤
防

で
、
あ
と
５０
セ
ン
チ
で
堤
防
決
壊
と
い 
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う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
地
内
住
民
全
員
避
難

す
る
に
至
り
ま
し
た
。
地
区
コ
ミ
で
は
、
平

成
１９
年
か
ら
毎
年
、
国
土
交
通
省
・
鹿
児
島

県
・
薩
摩
川
内
市
に
川
内
川
堤
防
の
拡
幅
と

土
地
の
嵩
上
げ
を
要
望
し
、
他
方
、
都
市
計

画
事
業
に
よ
る
国
と
市
の
同
時
並
行
工
事
を

期
待
し
都
市
計
画
指
定
運
動
の
結
果
と
し

て
、
現
在
、
薩
摩
川
内
市
天
辰
町
で
施
工
さ

れ
て
い
る
、
川
内
川
拡
幅
宅
地
嵩
上
げ
工
事

の
第
２
地
区
工
事
が
終
え
る
頃
、
斧
渕
堤
防

改
修
工
事
を
進
め
る
べ
く
、
川
内
川
河
川
事

務
所
、
薩
摩
川
内
市
都
市
計
画
課
の
考
え
方

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
県
北
部
豪
雨
災
害
激
特

事
業
、
鶴
田
ダ
ム
改
修
工
事
が
完
成
し
、
川

内
川
上
流
・
中
流
地
帯
で
は
遊
水
地
が
な
く

な
り
、
豪
雨
と
な
れ
ば
、
斧
渕
堤
防
が
川
内

川
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
る
か
相
当
疑
問
で

す
。
そ
ん
な
な
か
、
将
来
堤
防
改
修
に
一
定

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
の
で
、
別
紙
（
参
照

資
料
）
を
添
付
し
、
地
区
コ
ミ
に
お
け
る
防

災
減
殺
安
全
安
心
推
進
の
経
過
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

本
年
度
も
地
区
コ
ミ
活
動
に
ご
理
解
と
ご

指
導
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
３０
年
４
月
１
日 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

会
長 
諏
訪
六
雄 

 

地
区
表
彰
者
紹
介 

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
代
議
員
総
会
の
席
上

で
、
地
区
よ
り
推
薦
さ
れ
た
２
名
の
方
へ
、

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
受
賞
者
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

✿
麻
生 

建
太
郎
氏
（
古
城
滑
石
） 

永
年
に
わ
た
り
地
区
監
事
役
員
、
自
治
会

長
を
は
じ
め
地
区
全
般
の
公
職
に
奉
仕
さ

れ
、
自
然
環
境
保
護
、
子
ど
も
達
の
登
校
時

の
見
守
り
活
動 

と
高
齢
者
の
癒 

し
の
空
間
づ
く 

り
で
地
区
に
明 

る
さ
と
元
気
さ 

を
も
た
ら
し
て 

く
だ
さ
い
ま
し 

た
。 

✿
内
野 

浩
幸
氏
（
谷
ノ
口
） 

２４
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

精
励
さ
れ
、
東
郷
中
央
分
団
長
を
は
じ
め
薩

摩
川
内
市
東
郷
方
面
隊
長
と
し
て
後
進
の
指

導
と
強
い
リ
ー 

ダ
ー
シ
ッ
プ
を 

発
揮
さ
れ
地
区 

地
域
の
安
全
安 

心
に
多
大
に
貢 

献
し
て
く
だ
さ 

い
ま
し
た
。 
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代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

地
域
づ
く
り
部 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

総

務

部 

コ
ミ
主
事 

監 

事 

監 

事 

顧 問 事
務
局
長 

副
会
長 

会 

長 
地 

区 

コ 

ミ 

運 

営 

委 

員 

 
 

 
 

 

平
成
３０
年
度
新
役
員
・
各
種
委
員
の
紹
介
（
敬
称
省
略
） 

 

 
 

 
 

 
 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

健
康
福
祉 

あ
す
な
ろ
会 

防
災
・
安
全 

行
政 

地
域
活
性
化 

総
務
企
画 

川
添 

尚
浩 

長
尾 

幸
男 

北
薗 

耕
二 

北
迫 

晃 

坂
口 

隆
守 

渕
脇 

幸
義 

竹
之
内 

満
昭 

宮
内 

寛
二 

三
角 

雅
代 

東
園 

英
則 

上
原 

繁
徳 

松
木 

洋
子 

石
堂 

道
行 

川
添 

公
貴 

宮
里 

治
夫 

齋
藤 

政
恭 

辰
見 
芳
博 

諏
訪 

六
雄 

 

部 

長 

地
区
体
育

部 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

あ
す
な
ろ

会 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

健
康
福
祉

部 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

青
少
年
育
成
部 

松
岡 

昭
雄 

木
下 

典
子 

小
原 

ひ
と
み 

田
中 

壽
美 

内
野 

多
津
代 

石
堂 

裕
二 

上
村 

正
行 

松
木 

洋
子 

松
岡 
昭
雄 

戸
木
田 

智
博 

冨
迫 

健
生 

山 

口 

誠 

長
沼 

靖
文 

市
政
モ
ニ
タ
ー
・
任
期
１
年 

上
村 

正
行
（
古
城
滑
石
） 

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
・
任
期
１
年 

津
田 

輝
久(

荒
川
内
西) 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

・
任
期
２
年 

松
木 

洋
子
・
益 

鮎
美 

舟 

倉 

司
野
下 

司
野
上 

浦 

田 

五
社
下 

五
社
上 

古
城
滑
石 

平
上
水
流 

石 

堂 

荒
川
内
西 

荒
川
内
東 

谷
ノ
口 

城 

内 

小 

路 

自

治

会

長 

西 

洋 
一 

上
原 
義
明 

上
原 

一
豊 

宮
里 

眞
児
人 

山
下 

武
徳 

内
田 

貞
雄 

桑
波
田 

勝
則 

児
玉 

忠
介 

森 

園 

修 

内
山 

正
孝 

家
吉 

健
次 

東 

郷 

泰 

田 

畑 

壽 

松 

下 

譲

る 

 

四
月
の
行
事
予
定 

二
十
四
日
（
火
）
自
治
会
運
営
説
明
会 

東
郷
支
所 

会
議
室 

 

１９
時 

 

今
後
の
行
事
予
定 

五
月
九
日
（
水
）
あ

す

な

ろ

会 
 

ア
ミ
テ
ィ 

会
議
室
Ａ  

１９
時 

十 

日
（
木
）
総

務

部

会 
 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
青
少
年
育
成
部
会 

 

東
郷
公
民
館 

研

修

室 

１９
時 

十 
一 
日
（
金
）
地
域
づ
く
り
部
会 

 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
健
康
福
祉
部
会 

 

東
郷
公
民
館 

研

修

室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
体
育
部
長
会
（
健
康
福
祉
部
会
終
了
後
） 

十 

三 

日
（
日
）
お
の
ぶ
ち
塾
「
菜
種
落
と
し
」 

樋
渡
川
多
目
的
広
場 

  

１０
時 

十 

八 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
  

ア
ミ
テ
ィ 

大
会
議
室  

１９
時 

二
十
三
日
（
水
）
食
育
体
験
「
か
ら
芋
植
え
」
東
郷
幼
稚
園 

９
時
３０
分 

地
区
の
講
座
に
参
加
し
て
高
齢
者
介
護
予

防
元
気
度
ア
ッ
プ
《
参
加
型
》
の
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
ま
し
ょ
う
！ 

☆
ら
く
ら
く
元
気
塾
☆ 

無
理
の
な
い
簡
単
な
体
操
で
健
康
維
持
！ 

 

【
開
催
日
時
】
毎
月
第
一
・
三 

水
曜
日 

１３
時
３０
分
～
１５
時 

 

【
開
催
場
所
】
ア
ミ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
東
郷  

 

【
年 

会 

費
】
１
，
５
０
０
円 

 

【
お
問
い
合
わ
せ

】
東
郷
支
所 

宇
都 

(

℡
４２-

１
１
１
１)  

 
 

☆
ペ
タ
ン
ク
講
座
☆ 

誰
で
も
気
軽
に
挑
戦
で
き
る
、
フ
ラ
ン
ス 

生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！ 

【
開
催
日
時
】
毎
週
火
・
木
曜
日 

１６
時
～
（
日
没
ま
で
） 

 
 

 
 

(

ポ
イ
ン
ト
対
象
は
木
曜
日
の
み)

【
開
催
場
所
】
東
郷
公
民
館
前
空
き
地

【
お
問
い
合
わ
せ

】
斧
渕
地
区
コ
ミ 

齋
藤 

(

℡
４２
―
０
８
６
４) 

☆
お
座
敷
ペ
タ
ン
ク
講
座 

気
の
合
う
お
友
達
や
ご
近
所
さ
ん
と
、
又

は
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
等
で
気
軽
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
お
問
い
合
わ
せ

】
斧
渕
地
区
コ
ミ 

辰
見 

(

℡
４２
―
０
８
６
４) 

 

 


